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部がレヴィンのために組織された。レヴィンは、1995 年 3 月に旅行
中のスタンステッド空港（イギリス）で逮捕され、ニューヨークの捜
査機関の要請でアメリカに引渡された2。
                                           
1 その他の事例については、SCHWARZENEGGER 1999を参照せよ。





























                                           
3 グラーベンシュテッター事件については、NEUE ZÜRCHER ZEITUNG（1.4.98）
を参照せよ。グラーベンシュテッターの行為は、スイス刑法ではハードコア・ポルノ罪
（スイス刑法 197条 3号）となるであろう。
4 1937年 12月 21日のスイス刑法典（1942年 1月 1日施行）。
5 NAUSER/SCHWERI 1997, §33 N 8, 108; SCHMID 1997, N 390, 111; TRECHSEL
































8 REHBERG 1997, Art. 346, 402; TRECHSEL 1997, Art.346 N 7, 1077.
9 BGE 109 IV 1（スイスの銀行に口座を開設することで足りる！）; BGE 117 Ib 210;
































































                                           
13 HAUSER/SCHWERI 1997, § 48 N 4 ff., 186ff. ドイツは例外を認めた起訴法定主義
を採用している。これについては、§§ 152 Abs. 2, 163 Abs. 1, 170 Abs. 1 dStPO,
ROXIN 1993, § 14 N 6ff., 76ff. オーストリア（オーストリア刑事訴訟法 34条）も同様
である。これについては、BERTEL 1994, N 47ff., 11ff.; PLATZGUMMER 1994, 14ff.
を参照せよ。
14 たとえばスイス刑法 301条 1項以下、他国を害する諜報活動。「スイスの領土内で」。























行為（Art. 97 LFG, 1953年 9月 23日のスイス国






                                                                                                                               
18 MAURACH/ZIPF 1992, N 2, 137; HURTADO POZO 1997, N 349, 122; LACKNER
1997, Vor §§ 3-7, N 1, 36.
19 スイス刑法 5条 1項 2文、同法 6条 1項 2文、6条の 2第 1項 2文は、裁判官に対
して場合によっては減軽して外国法を適用することを義務づけている。
20 ドイツ刑法やオーストリア刑法については、MAURACH/ZIPF 1992, N 2ff., 137f.を
参照せよ。
21 HURTADO POZO 1997, N 249f., 122f.
22 THORMANN/VON OVERBECK 1940, Art. 3-7, 42ff.; HAFTER 1946, 47.;
SCHULTZ 1960; SCHULTZ 1964, 81ff.; LOGOZ 1976, Art. 3-7, 36ff.; SCHULTZ
1982, 102ff.; SCHULTZ 1987, 11ff.; TRECHSEL/NOLL 1994, 48ff.; REHBERG 1996,
32ff.; STRATENWERTH 1996, § 5 N 3ff., 96ff.; HURTADO POZO 1997, N 344ff.,






（スイス刑法 6 条 1 項）（行為地で同様に可罰的












あらゆる場所で行われた行為（Art. 6bis StGB, Art.




















                                           
23 CASSANI 1996, 239


































































あ る い は 公 開 （ Zugänglichmachen ）（ デ ー タ 伝 播 罪 ）
（Datenweitergabedelikte）を本質とするような犯罪では、構成要件
                                           
30 すべての事例について詳細は SCHWARZENEGGER 1999を参照せよ。
31 同旨：ROTH 1994, 12f.; CASSANI 1996, 246, 253f. それに対して、SCHMID 1993,
107; SCHMID 1994, StGB 143bis N 47ff., 175., StGB 143 N 146ff., 150f. und StGB
150 N 57, 354f.; WIDMER/BÄHLER 1997, 306f. und wohl auch RIKLIN 1996, 584
は、「長い手」は実行場所にあるのだから疑問だとする。































                                           
33 たとえばスイス刑法 197条 2項、259条、261条の 2。
34 BGE 115 IV 270. しかし、予備行為と犯行後の行為は、―本来処罰されない―刑法
上重要でない態度である。

















l 結果が発生した場所（スイス刑法 7条 1項）












                                           
37 メールボックス営業者事件において、チューリッヒ州高等裁判所の話題になった判







40 SCHULTZ 1987, 11は、偶然の結果を考慮することを批判する。また、





























                                                                                                                               
英語では「effect」、そして日本では「結果」という言葉に翻訳されている。COUNCIL
1992, 446を参照せよ。
42 WIDMER/BÄHLER 1997, 291 und 306.
43 CASSANI 1996, 247. 裁判管轄の規定でもこれは重要である（上述 2を参照）。
44 DEGENER 1991, 357ff.を参照せよ。
45 COLLARDIN 1995, 620; CONRADI/SCHLÖMER 1996, 368f.; KUNER 1996,












スイス刑法 197 条 2 号のほとんど重要でない構成要件を除いて、通説によれば
























人種差別、スイス刑法 261条の 2 純挙動犯 存在しない
名誉毀損、スイス刑法 173条以下 結果犯 存在する
                                           
46 CASSANI 1996, 246; NIGGLI 1996, N 63f., 21; HILGENDORF 1997, 1873ff.;
RINGEL 1997, 302ff.; WIDMER/BÄHLER 1997, 310f.; BREUER 1998, 141およびそ
れらの注を参照せよ。









データ不正入手、スイス刑法 134条 挙動犯49 存在しない 49
ハッキング、スイス刑法 143条の 2 挙動犯 49 存在しない 49

























                                           
49 通説は疑問である。結果犯と考えることが正しいであろう。SCHWARZENEGGER
1999を参照せよ。
50 COLLARDIN 1995, 621はイランに言及する。CASSANI 1996, 246; HILGENDORF






























じて（スイス刑法 135条 1項、197条 1項および 3項）、危険が感知される場所




52 詳細な分析については、SCHWARZENEGGER 1999を参照せよ。ARZT 1990も同
























                                           








57 同旨として RIKLIN 1996, 582。他説として、WIDMER/BÄHLER 1997, 307があり、
それは侵害と危険の違いを認めていない。
58 たとえば、OEHLER 1983, N 253, 212; FELKENES 1993, 584; COLLARDIN 1995,
621; CASSANI 1996, 246。このような考えを RIKLIN 1996, 583は拒否しているが、
それは正当である。
59 スイス刑法 7条 2項、ドイツ刑法 9条 1項、オーストリア刑法 67条 2項。それにつ

































                                           
62 したがって、それは訴訟条件でもある。ESER in: SCHÖNKE/SCHRÖDER 1997,
Vorbem §§ 3-7 N 2, 63を参照せよ。
63 ESER in: SCHÖNKE/SCHRÖDER 1997, Vorbem §§ 3-7 N 61, 75.



















































いる（153条 c1項 1号）。オーストリア刑法（34条 2項の最後で）は、犯人が
外国で犯した犯行につき処罰されたときは、検察官に対してその訴追をやめる








































                                           
69 CASSANI 1996, 261および 1993年草案 6条。
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